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小児期における血漿Fibronectinの動態に関する研究

第2報各種糸球体腎炎における血漿Fibronectin値の検討
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Sinc(†ithasknownthatplasmafibroIleCtin(FN)functionsinsucham aSaScelladhesion,

tissuerepair,()ps(.)nizati()∩,ol･plateletc()agulatiorl,distribLlti()nintissues(汀 bl(10d

concentrationsofplasmafibronectinhasbeenacti＼･Telystudiedindifferenttypesof

gl(-)merulonephritis. lnthisstudy,plasmafibroneetinConcentrationsofpatientswithpost-

streptococcalacuteglomerulonephrilis(PSAGN),Henoch-Schoenleinglomerulonephritis

(HSGN),andmembranousproliferati＼,eglomerulonephritis(MPGN)wel･emeasured

successivelytoexaminethecorrelationwitllprogressOf(lisease. Inordertostandardize

plasmafibronectin(p-FN)concentrationswhiell arelowerinchildrenthanadults.deviations

from meanvalueswereusedforevaluation.

InPSAGN,p-FNc()neentraionswereaverage:372,8/Lg./m l anddeviation:mean-ト0.63

SDwhichwaswithinnomalr(TulgCS.Duringthecarlyperiodofillness.plasmafibr()nectin

valuesweretemporarilyhighandcamedownt()normalquickly.

lnHSGN,PIFNconcentrationsaveraged′197.5/Lg:::mlwithdeviationfrom themean

of+2.2SD. Bothvalueswer･emarkedlyhigh. Whilemildeasesoftheillnessshowed

changesofplasmafibronectinvalueswithinnomalranges,severecaseswitIlhematuria

oI-PIT)teilluriamailltailledlligllValues.

InMPGN,p-FNconcentrationsaveraged429.6/Ll//mlwithdeviation:mean+1.4SD.

botllValueswcrcrelativelyhighwhichwasseenthroughoutthec()urse()ftheillness.

Theaboveresultssuggestthatp-FNc()ncentrationscanbeusedinthePIT)gn()Sis()f
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pediatricglomerulorlephritis.
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1. は じ め に

糸球体腎炎の発症 ･進展には,免疫系 ･凝固線溶糸な

(L:が板雑iこ関わ一,ている.1948年 Morrisonら卜が cold

insolublegl()bulin上して報告 した FibronLICtjn(FN)

は細胞の接着,糾織C))倦徽 +-/､ノ-:-ン作鼎 h,J＼枇凝集

などの多彩な機能を示すため,各種糸球体疾患における

FN の組織での分布 ･血中 FN 濃度などに関~LT-る研究

が盛んに行なわItている.

紫駄病性腎炎(HSGNl)･膜性増殖惟糸球体腎炎(M~什;N)

において血紫 Fibronectin(p--･･FN)を経時的iこ測定し,

経過 との関連を検討 したので報告する.

2.対 象

新潟大学小児科,及び佐渡総合病院小児科において経

験 した PSAGN 12例.HSGN ll例 (腎炎型 8名. ネ

7日一一･･tで型3名)MPGN 3例 (Ⅰ型 1名. Ⅲ型 2名)

に-.)いて検討 した.対象LT)年齢は 1-'SAGN は6才かL､'

HSGN は61-か上､〕18れこわたり,平均年齢 10.2才,男

児4名.女児7･Yl.Ml)GN は9才かIL-)16れ こわた ;) ,

平均年齢 11.7才.男児 1名,女一児2･Ylである.

3. 方 法

採血時に速やかに tT.1)rrA.及び 卜l卜JいtIソ[ンヒビ

午.一処理 t_た血環を-8Olt二凍結保存練. liMY 社製の

Fibronectin測定キLL/卜を用いて.紫外部濁度測定 Fixed

I.ilme法により測定 した.

貰㌣FN 値は成人に放 し小児では低めの債をとるので,

p-FN 濃度の評価を統 一するた拙 こ,すでに筆勘 pr_)報肯

した'1＼年齢区分別の値 を用い,絶対値ではた く平均値

からの偏差をこて表現 し,検討 した.

4.結 果

PSAGN では p-FN 濃度は平均 371).8ILg.:mlであ

り偏差では平均 0.63SD と正常域 にあった (表 1).

経過をみると手癖初期に高値をとる例が多いが,比較的

表 l 各種糸球休腎炎における血嫌

ブイプロネタチソ濃度

∩ Fibronぐe〃g/ml SD 有唐差

PSAGN 12 372,8 0.63 無

HSGN ll 197.5 2,24 p<0.01

表 2 7(-ブ､ロネ'/+ンSl)と他の田子問(')

相関係数および危険率相関係数

PSAGN 尿蛋白 O.28012 r)<0.05
血尿 0.17911 -

TPC3 -0. 7 5477-0.24350 p<0.01

HSGN 尿蛋白 0.6()626 p<0.01血尿 0.17714 -

TP -0.60336 p<0.02

W G 球戯自 0.01526 -
血尿 0.212:i4 -

TP 0.30887 棚

C3 0.20269 -

速やかに±2SD に入-､て くる.

こ叫 用 pIFN 値と尿蛮 白にLr､上汁亘り相関 (pく0.051

がffTl清総董日登 (TP上 ･iこし')間には色LT)相関 (tつく0.01)

がみ られた.血尿の野鼠 C3値 とは相関は認められな

発症時か(,LT)経過を図 1に示 した. 1例のム p…FN

が時に高 く変動 しているが,こ(,r)症例では低補体が続い

てお i').腎生検は施行 してい左いが,PSAGN 様発症

をした劉な疾患の可能性が高いと考えている.

HSGN では p--I/N は平均 497.5/Eg_Lmlと高 く.偏

差 も平均 2.17Sl)と-欝Lい高値を示 した.尿所 見Lr)強

い例で高値をとる傾向がみられ p-FN 懐と尿蛋白をこぼ

正の,血清 TPとの間には負の相関 (それぞれ p<0.01

P〈O.02)が見られたが,血尿の程度とは相関がみられ

なかった.
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図 1 溶連菌感染後急性糸球体腎炎の経過と血撃フィブロネクチンの推拷

nlO I･1 【 h

綴 望 紫斑病性腎炎の経過とぬ奨フィブロネクチンの推移

あらためて,HSGN を腎炎型,ネブ四…ゼ塾に分線

て検討 してみると,ネプロ-ゼ塾では p-FN と尿蛋由

の間をこ正の,血清総蛋白との問に負の相関の傾向がみら

れた.血尿との相関はみられなかった.

651

腎炎型は,尿蛋白,血清 TP.血尿と p-FN とはい

ずれも相関はみられなかった.p州FN 高値の経過例は,

いずれもネプロ-ゼ塾の症例だった書
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図 3 5秒m欝i離 以上の嘉白蟻を搾 -〆た膜性増殖性糸 球 体 腎 炎 の 経 過 と

血登 フィブロネクチ ンの推移

では 1./1Sl)上やや高値をと-lナ∴ p-FN 値 と尿蛋 (I-】.

血尿.血清 1､1-I,C3値とL･T)糊r軌 エムLL)IIL在か -･-.,.!こ.そ

5.考 察

PŜ GN では.病初期LT)p-FN は低下するという池

客 らの報告3)があるが,今回の筆者の成練は彼 らの報

鷺とは異なるものであー-,た.筆者の結果かr'くま,病勢の

強い時期に p･イN 値は高値をとると解釈できる.

Il･･lSGN では.〉･'しノJLニト 一性血管炎が全身性に存在す

ると考えEL,ilる.lfrl管内皮細胞 も主な p･･･････FN の産牛場

所であるが,血蝶交換によって蛋白尿,腎機能の改善が

がムらわたとする報借や1̀㌧ 尿所見の強い症例では.也

清′rl)と負の相関がふLl)れることか(1,修復LT)為LT)p-I

FN産生先進のほかに.低蛋白による.肝朕での合成先

進によって piN は高値となるのであろう.

FN も高糾 こ推移 していることから,恒久的に持続する

疾患の活動性が想像できる.

腎糸球体組織での FN の分布は,PSAGN では,me-

sangialpattern.HSGNでは,capillaryandmesangial

pattern.MPGN では,capillarypattern をとるとい

わかてお里 ､-7㌧ -LIL-た 川 rltT'l)は組織内 FN は組織LLT)

腺症所見を反映ずると述べている.

蛍光抗体法な､土::"L･1.認めL､,来た腎組織の FN LT)由来は

McLSこulgium cellによる産生や p-I/N 叫 'k肴などが考

えと､-It. ･九 糸球体障吾が存在する上メ･叶ン:トー′ム細

胞左:L:かこらの FN 産牛が先進 し,I)｣√N 伯L7)増加がム

l､)ITtる.すなわち,臨珠的に腎炎で p｣JN を検索する

ことは,間接的に鼠繊病変を知 る芋がかりとなると思わ

オlる.

こるのではなく,免疫系.血液猟 期線溶系を中心i･こLI/J_

要因が考え1･L,わている.血操と FDPの相関はよく云

われているが,凝固線溶糸にも働 きをもつ p･--FN と【nl

尿の程度との間に相関がみられなかったことは興味深い.

性なのか.それ.ども組織の修復のための産生先進なL')か.

血凍中の p-FN の濃度変化の韓序に関 してはまだ憶測

の域をでていない.

6. ま と め

今回,筆者らは溶連菌感染後急性糸球体腎炎紫斑病性

腎炎. 膜性増殖性腎炎において. 経時的に血凍 Fibro-

rleCtirlを測定 し,その疾患の活動性 との関孫を検討 し
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次の結果を得た.

かにiE常域に復 してきた.

Lr)) HSGN では軽症の例では正常範囲内で推移する

か , 血尿 ･蛋白尿の強い例では商い値をとった.

(3) MPGN では比較的高値で推移 した.

u Lよl),小児糸球体腎炎;･こおける p-FN 値はその

病勢を予測する一助になると思われた.
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